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令和６年度
一般会計歳入

　令和６年度は、第五次毛呂山町総合振興計画の
最終年度を迎えるにあたり、町の将来像である「輝
く緑  輝く瞳  輝くまち  もろやま」の実現を基本
理念とし、町が直面する緊急・重要な課題の解決
を図るとともに、最少の経費で最大の事業効果が
得られる予算編成としました。
　そのなかでも、①少子化対策、②健幸づくり事
業、③ゼロカーボンシティの実現に向けた脱炭素
化事業については、重点的に予算を配分し、令和
６年度は過去最大規模の予算となりました。
問合せ　役場企画財政課財政係ｔ295−2112 324

歳入 Ｒ６予算額 Ｒ５予算額 前年度比較
町税 3,655,134 3,485,882 169,252
町民税 1,664,709 1,659,211 5,498
固定資産税 1,540,143 1,395,482 144,661
都市計画税 107,989 110,060 △2,071
その他の町税 342,293 321,129 21,164
国・県からの交付金 5,549,178 5,510,964 38,214
譲与税・交付金 3,666,164 3,695,642 △29,478
国・県支出金 1,883,014 1,815,322 67,692
町債 608,100 614,800 △6,700
使用料・負担金 122,188 130,504 △8,316
繰入金 636,977 510,044 126,933
繰越金 150,000 150,000 0
財産収入 8,106 8,277 △171
寄附金 40,502 50,102 △9,600
諸収入 84,815 74,427 10,388

歳入合計 10,855,000 10,535,000 320,000

（単位：千円）

予算

町民税
（法人税を含む）

固定資産税 都市計画税 その他

51,689円 47,822円 3,353円 10,628円

※町税を人口32,206人で割ったもの（令和６年４月１日現在）

町民１人あたりの税負担 合計113,492円

町税
36 億 5,513 万円（33.7％）

使用料および手数料
6,571 万円（0.6％）

その他 1 億 3,342 万円（1.2％）

地方交付税
25 億 5,200 万円

（23.5％）

　依 

存 

財 

源

   

自 

主 

財 

源

繰入金
6 億 3,698 万円（5.9％）

繰越金 1 億 5,000 万円（1.4％）

分担金および負担金
5,648 万円（0.5％）

国庫支出金
10 億 8,165 万円

（10.0％）

県支出金
8 億 137 万円

（7.4％）

町債
6 億 810 万円（5.6％）

その他
11 億 1,416 万円

（10.2％）

歳入

108 億
5,500 万円

▶

町税 町に納めていただく税金
個人町民税と法人町民税町民税
土地、家屋、償却資産を所有し
ている人に課税固定資産税

おもに市街化区域内に、土地、
家屋を所有している人に課税都市計画税

軽自動車税、町たばこ税その他の町税
国、県の財源から配分されるお
金

国・県からの
交付金

町の財政規模などに応じて譲
与、交付されるお金

譲与税・
　　　交付金

特定の目的のために国や県から
支出されるお金国・県支出金

町が銀行などから借り入れるお金町債
施設の使用料や特定のサービス
を受ける人が負担するお金

使用料・
　　　負担金

基金に積み立てていたものを取
り崩して使用するお金繰入金

決算上余ったお金で、前年度か
ら繰り越しさせるお金繰越金

町が所有する財産の貸付や用地
の運用、売払いによる収入財産収入

使途を特定しない一般寄附金と、
使途を限定した指定寄附金がある寄附金

他の収入科目に含まれない収入諸収入

毛呂山町の

令和６年度

予算
毛呂山町の
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▶

一般会計歳出

令和６年度一般会計予算

108億5,500万円
（対前年度比３億2,000万円3.0％増加）

区分 当初予算等金額 前年比率 問合せ
国民健康保険特別会計 3,693,968千円 △2.2% 住民課国保年金係
介護保険特別会計 3,122,696千円 7.9% 高齢者支援課介護保険係
後期高齢者医療特別会計 653,694千円 13.7% 高齢者支援課医療保険料係

農業集落排水
事業会計

収益的収入 40,489千円 ー

産業振興課農林係収益的支出 40,489千円 ー
資本的収入 16,989千円 ー
資本的支出 23,975千円 ー

水道事業会計

収益的収入 851,212千円 △ 3.1%

水道課業務係収益的支出 769,985千円 △1.9%
資本的収入 103,877千円 △ 42.1%
資本的支出 470,251千円 △6.6%

（単位：千円）
歳出 Ｒ６予算額 Ｒ５予算額 前年度比較

民生費 4,295,252 3,993,773 301,479
総務費 1,376,753 1,642,657 △265,904
教育費 1,354,779 1,162,900 191,879
公債費 1,002,015 1,038,020 △36,005
衛生費 843,988 781,849 62,139
土木費 774,259 734,232 40,027
消防費 620,384 607,579 12,805
農林水産業費 127,006 127,186 △180
その他 460,564 446,804 13,760

歳出合計 10,855,000 10,535,000 320,000

歳出

108 億
5,500 万円

民生費

42 億 9,525 万円
（39.6％）

総務費

13 億 7,675 万円
（12.7％）

公債費
10 億 202 万円

（9.2％）

教育費
13 億 5,478 万円

（12.5％）

衛生費
8 億 4,399 万円

（7.8％）

土木費
7 億 7,426 万円

（7.1％）

消防費
6 億 2,038 万円

（5.7％）

農林水産業費
1 億 2,701 万円

（1.2％）

その他（議会費・労働費・

商工費・諸支出金・予備費等）

4 億 6,056 万円
（4.2％）

令和６年度　毛呂山町の予算

　町の収入（歳入）は、町税など町が自ら確保することができる
「自主財源」と、地方交付税や国・県の支出金など、他の財源に
頼る「依存財源」に分けられます。令和６年度は、「自主財源」
のうち、町税が企業誘致や町たばこ税の増加などにより約１億
7,000万円、4.9％増加しました。また、「依存財源」のうち、国
庫支出金が約5,800万円、5.7％増加しています。
　歳出では、民生費が介護給付費・訓練等給付費の増加や福祉会
館昇降機設置工事の皆増などにより約３億円、7.5％の増加、ま
た教育費では、小中学校体育館空調設備等設置工事の皆増などに
より、約１億9,000万円、16.5％増加しました。全体では、前
年度より３億2,000万円、3.0％増加し、予算規模は108億5,500
万円となり、昨年に引き続き過去最大規模の予算となりました。

特別会計の概要

　毛呂山町には、一般会計のほかに、３
つの特別会計と２つの企業会計がありま
す。これらは、決められた事業を行うた
めの会計です。
　保険料や使用料など、特定の収入でま
かなわれ、一般会計とは独立した経理会
計が行われています。
※農業集落排水事業は、令和６年度から
企業会計へ移行しました。

民生費 子どもや高齢者、障害者など
の福祉や医療助成などに使う
お金
全般的な管理事務、徴税、戸
籍、選挙、統計や地域づくり
に使うお金

総務費

小・中学校の維持管理や給食
など、教育全般に使うお金

教育費

町が借り入れたお金の返済金公債費
健康増進、疾病予防、公衆衛生、
ごみの収集などに使うお金

衛生費

道路、公園などの建設、整備、
維持管理に使うお金

土木費

災害対策や防災などの安全対
策に使うお金

消防費

農林水産業の振興や農道整備
などに使うお金

農林水
産業費

議会運営、労働、商工業など
に使うお金

その他

民生費 総務費 教育費 公債費 衛生費

133,368円 42,748円 42,066円 31,113円 26,206円

土木費 消防費 農林水産業費 その他

24,041円 19,263円 3,943円 14,301円

※歳出総額を人

口32,206人で割

ったもの

（令和６年４月

１日現在）

歳出を町民１人あたりに換算すると…
合計337,049円
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令和６年度実施
令和６年度　毛呂山町の予算

主要事業の紹介

⑥ みんなで築くまちを創る

・小中学校体育館
　　　　　空調設備等設置工事� 3億9,811万1千円

・福祉会館昇降機設置事業� 7,958万7千円

・合併70周年記念事業補助金� 500万円
・広報もろやま等発行事業� 999万7千円
・コミュニティ施設特別整備事業補助金� 477万1千円

① 里山の環境を活かした都市基盤を創る

② 安全で快適なまちを創る

・家庭用再生可能エネルギー設備等
　　　　　　　　　　　設置補助金� 110万円

・防犯灯整備事業� 2,400万8千円
・防犯カメラ整備事業� 442万7千円
・通学路安全対策費用� 360万円

④ 活力と夢のある産業のまちを創る

・農業経営継続支援事業補助金� 350万円

・企業誘致促進条例奨励金� 8,987万2千円
・毛呂山町商工会補助金� 754万円

③ 健やかで安心に暮らせるまちを創る

・小中学校給食費無償化事業� 9,276万2千円
・保育所等給食費無償化事業� 1,735万7千円

・放課後児童健全育成事業委託料� 6,058万7千円

・都市公園遊具等設置工事� 781万3千円

・健幸ウォーキング事業� 325万5千円

⑤ 豊かな心と学びのあるまちを創る

・中学生海外留学事業業務委託料� 203万5千円

・小中学生英語検定受験料補助金� 126万円

・国内交流事業� 188万6千円

・外国語指導助手配置事業委託料� 1,034万9千円

⑦ 定住促進事業

・婚活サポート補助金� 12万円

・空き家等解体事業補助金� 150万円

・毛呂山町未来応援奨学金
　　　　　　　　　返還支援補助金� 594万6千円
・毛呂山町定住促進補助金（新築分）� 340万円
・毛呂山町定住促進補助金（空き家分）� 160万円

令和６年度　毛呂山町の予算

令和６年度実施

主要事業の紹介

・新川橋橋
きょう

梁
りょう

長寿命化修繕工事� 4,602万9千円
・町道整備事業� 8,550万5千円
・川角駅南側駅前広場等
　　　　詳細設計業務委託料� 4,449万5千円
・コミュニティバス運行事業� 3,877万円

・新川橋橋
きょう

梁
りょう

長寿命化修繕工事� 4,602万9千円

　子どもたちの学習環境や避難所環境を改善する
ため、小中学校体育館のエアコン整備などを実施
します。

　令和６年10月からバスの運行台数を３台から
５台に増車、また停留所数を58か所から71か所
に増加させます。

　地球温暖化対策の推進を図るため、太陽光発電
設備等を設置する人に対し補助金を交付します。

　海外留学事業（令和７年度実施予定）について
の交流プログラムや現地でのホームステイ先の確
保などを行います。

　肥料や飼料の価格高騰の影響を受けている農業
経営者の支援を行います。

　町立小・中学校の給食費および保育所等の給食
費の保護者負担分を全額補助します。

　結婚を希望する独身の人のSAITAMA
出会いサポートセンター（恋たま）登
録料の一部を補助します。

　都市公園の遊具更新や健康遊具の設置により、
多世代が集う公園整備を行います。

　埼玉医科大学グループとの連携や埼玉県のアプ
リの活用により、ウォーキングによる健康促進及
び生活習慣病の予防を図ります。

　指定避難所である福祉会館に昇降機を設置し、
バリアフリー機能を強化します。

　学習支援員の増員や対象学年の拡大、デジタル
ドリルの導入など、学習機会を拡大し学力の向上
を図ります。

　管理不全な空き家の増加防止のため、空き家の解
体を補助して空き家の解消と定住促進を図ります。

　町立小学校から各２人、６年生を
友情都市である宮崎県木城町に派遣
し、地域理解と交流を深め将来性豊
かな人材の育成を図ります。

　英語学習に対する意識・意欲の向上と経済的負
担の軽減のため、英語検定の受験料を補助します。

※青字は令和６年度新規事業です。
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奨学金 の 返還 を

５年間で
最
大５０万

円
まで

支援します

毛呂山町が

■対象　次の要件を全て満たす人
　・大学等に進学し、在学中に奨学金等の貸与を受けた人
　・奨学金の返済を１年分以上遅滞なく行い、町税等の滞納がない人
　・補助金の第１回目の交付申請日に満30歳以下の人
　・交付申請日時点で、本町に住民登録があり、現に住んでいる人
　・５年間以上継続して町内に定住する意思がある人
　・事業所等に就職し、１年以上継続して正規雇用されている人、または起業もしくは第一次産業に従事し、１年以上
継続して勤務されている人（国または地方公共団体の職員は除く）

※正社員等として働いて１年以上経過した人が対象です（現在在学中の人は対象ではありません）。
■対象奨学金　日本学生支援機構第一種、第二種奨学金など
■補助金額　年度内に返還した奨学金の３分の２以内の額（上限10万円。１年度に１回、最大５年度分の補助）
■申込み　９月30日（月）までに、役場企画財政課企画係に必要書類を持参または郵送で提出してください。

町では、若年層の定住促進および地域の活性化を
図ることを目的に、大学等を卒業し本町に定住す
る人を対象に、在学時に借り入れた奨学金返還金
額の一部を補助する奨学金返還支援補助金事業を
実施します。詳しくはお問い合わせください。

問合せ　役場企画財政課企画係ｔ295－2112内線322（〒350−0493　毛呂山町中央2−1）

～毛呂山町未来応援奨学金返還支援補助金～

！

町ホームぺージ



～予防接種費用の一部を助成します～

医療機関名 電話番号 帯状疱疹 おたふく

毛
呂
山
町

埼玉医科大学病院 かかりつけの人のみ 〇 〇
長瀬クリニック ☎295−0708 〇 〇
初野医院 ☎294−7713 〇 〇
ゆずの木台クリニック ☎295−5158 〇
柴﨑皮膚科医院 ☎295−6628 〇
おっぺ小児科・アレルギー科クリニック ☎295−5550 〇 〇
ハピネス会川角クリニック ☎295−3959 〇
街かどのクリニック ☎298−5357 〇
HAPPINESS館クリニック ☎276−1832 〇
ふたばクリニック ☎227−3266 〇

坂
戸
市

浅羽クリニック ☎284−1114 〇 〇
坂戸西診療所 ☎289−5111 〇 〇
伊利医院 ☎281−0431 〇
渋谷こどもクリニック ☎284−1881 〇
藤井小児科医院 ☎283−7272 〇
花水木こどもクリニック ☎282−8732 〇
吉松医院 ☎281−0532 〇 〇
明海大学病院 ☎279−2733 〇

越生町
かあいファミリークリニック ☎299−6222 〇 〇
市川医院 ☎292−3011 〇
越生メディカルクリニック ☎277−1119 〇

鶴
ヶ
島
市

厚
こう

友
ゆう

クリニック ☎272−3903 〇
しんまちクリニック ☎271−6154 〇
鶴ヶ島医院 ☎285−0179 〇
みなくち小児科 ☎287−5755 〇
若葉こどもクリニック ☎279−0070 〇

鳩山町
鳩山第一クリニック ☎296−6800 〇
福島内科 ☎298−0600 〇

日高市 芳村医院 ☎042−985−1433 〇
東松山市 こどもクリニックいとう小児科 ☎0493−34−4145 〇
川越市 愛和病院 ☎235−8811 〇

　町では独自の制度として、定期（公費）ではない予防接種の費用の一部を助成しています。今年度は子どもの「お
たふくかぜ予防接種」および、50歳以上の人を対象に「帯状疱疹予防接種」の助成を行います。事前に申請し、

■帯状疱疹予防接種

▼対象　50歳以上

▼接種回数　水痘ワクチン「ビケン」１回、
または帯状疱疹ワクチン「シングリックス」
２回

▼助成額　１回に5,000円を補助

▼ 自己負担額　各医療機関の接種費用から
5,000円を差し引いた額

▼助成回数　どちらかのワクチン一方を生涯
１度限り（シングリックスは２回分）

▼申込み　保健センターで予診票を交付申請
後、指定医療機関に予約のうえ受診（予診
票・保険証・診察券を持参）してください。

▼対象
　①生後12か月以上24か月未満（１歳児）、
②５歳以上７歳未満（小学校就学前の年長
児）

▼接種回数　①、②でそれぞれ１回ずつ　　

▼自己負担額　3,600円（１回あたり）

▼申込み　保健センターで予診票を交付申請
（要母子健康手帳）後、指定医療機関に予
約のうえ受診（予診票・母子健康手帳・保
険証・診察券を持参）してください。

■おたふくかぜワクチン予防接種

■指定医療機関指定医療機関で接種した場合のみ助成を受け
ることができますので、ご注意ください。
※すでに接種している人への払戻しはありま
せん。

■問合せ　保健センター☎294−5511
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利用時間　午前９時～午後４時　休荘日　土日祝日　
趣味の会予定
カラオケ同好会 	 ３日	 17日 ＰＣクラブ 	 ３日	 17日

押し花の会 	 ３日	 10日 民踊同好会 	 10日	 24日

桜扇の会 	 10日	 24日 太極拳 	 17日

声を出す会 	 ５日	 19日 おどり「和
なごみ

」の会 	 ５日	 19日	

身体障害者福祉会 	 ７日	 19日 手芸の会 	 12日	 26日

囲碁の会
将棋の会

	 ５日	 ７日
	 12日	 14日
	 19日	 21日
	 26日	 28日	

吟友会 	 12日	 26日

三味線民謡の会 	 ６日	 20日 ダンスサークル 	 ７日	 21日

俳句の会 	 14日 年金カラオケ 	 21日

いっぷくの会（お茶）	 21日 ゆずカラオケ 	 14日	 28日

エコで革小物 	 未定 健康体操 	 12日

ペタンク 	 17日 パークゴルフ 	 ３日	 10日	 24日

マレットゴルフ 	 14日	 28日 健康麻雀 	 ６日	 13日
	 20日

※行事日程などは、都合により変更する場合があります。
※趣味の会に入会を希望する人は下記にご連絡ください。

▼問合せ　老人福祉センター山根荘ｔ294−5545

山根荘６月の予定を
お知らせします

計量法の規定により、取引や証明に使用している計量
器（はかり）の集合検査を行います。なお、令和６年
度より検査手数料の支払いはキャッシュレス決済のみ
となります（電気式はかり、またはひょう量250キログ
ラムを超える機械式はかりは、別途巡回検査を行います）。

▼日時　６月18日（火）
　午前10時～正午、午後１時～３時

▼場所　役場来客駐車場

▼料金　計量器（はかり）の種類や
　能力によって異なります。

▼問合せ　役場産業振興課商工観光係ｔ295−2112
　 214、埼玉県計量検定所ｔ048−652−2171

計量器（はかり）の
集合検査を行います

生涯学習人権教育講座

日程 講座名・講演者
第１回

５月22日
（水）

『虐待のない社会を目指して』
埼玉県福祉政策課・政策企画担当

成瀬朋美 さん
第２回

６月12日
（水）

『人権尊重における男女共同参画』
国立女性教育会館

講師未定
第３回

７月11日
（木）

『認知症と家族への支援』
公益社団法人認知症の人と家族の会

埼玉県支部副代表　森本剛 さん
第４回

８月28日
（水）

『広島被爆の実態』
原爆被爆を考える会広島被爆の語り部　

中島寿々江 さん
第５回

９月25日
（水）

『刑についた人の人権』
さいたま保護観察所保護観察官

講師未定
第６回

10月３日
（木）

『多文化共生について』
NPO法人NGO多文化共生協働センター

川口事務局長　中村義郎さん
第７回

10月23日
（水）

『犯罪被害者の人権』
公益社団法人埼玉犯罪被害者援助センター 

講師未定
第８回

12月11日
（水）

『医療現場における人権』
埼玉医科大学病院教授

講師未定

身近な人権課題を一緒に考え、できることから実践し
てみませんか？

▼時間　午後２時～３時30分
※第８回のみ３時40分までです。

▼場所　東公民館　第１・第２会議室

▼対象　町内在住・在勤・在学の人

▼定員　各回35人（先着順）　

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

▼申込み　５月７日（火）から教育委員会生涯学習課
に電話または窓口でお申し込みください。お申し込
みは、平日午前９時から午後５時
までにお願いします。
右記から町公式ＬＩＮＥでの申込
みも可能です。１回のみの申込み
も可能です。

▼問合せ　教育委員会生涯学習課
　ｔ295−2112 521・522
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行政区 区長 行政区 区長 行政区 区長 行政区 区長
毛呂本郷 吉田　隆

たか
之
ゆき 苦林 関根　信

のぶ
子
こ 毛呂山台 長瀬　衛

まもる 第九団地 古
こ
寺
でら
　幸
こう
二
じ

小田谷 高橋　睦
むつ
夫
お 大類 小林　幸

ゆき
泰
やす 学園台 小

こ
橋
ばし
川
かわ
　治 双葉団地 稲垣　文

ぶん
一
いち

長瀬一 町田　美
よし
雄
お 西大久保 荻野　雄

ゆう
二
じ 第三団地 柿沼　隆

たか
昌
まさ 旭台（大） 新井　光

あきら

長瀬二 平野　一
かず
利
とし 市場 松本　登

のぼる 角木団地 藤野　弘子 旭台 松本　幸
ゆき
夫
お

長瀬三 石井　正
まさ
幸
ゆき 下川原 岩崎　義

よし
廣
ひろ 日生団地 高橋　安

やす
久
ひさ 旭台団地南 井上　公

ただし

前久保 新井　照
てる
夫
お 西戸 杉田　悦

えつ
男
お 第四団地 田村　芳

よし
夫
お 第七団地 小

お
沼
ぬま
　里
さと
江
え

沢田 宮
みや
越
ごし
　正樹 箕和田 渡邉　典

のり
邦
くに 第五団地 荒

あら
金
かね
　茂
しげ
樹
き 西原団地 樋

ひ
山
やま
　淳
あつし

平山 齊藤　隆
たかし 第一団地1 佐々木　健治 第六団地 渋谷　今

いま
江
え

平山
ニュータウン 浅見　芳

よし
子
こ

大師一 加藤　勉
つとむ 第一団地2 上原　世

せ
津
つ
子
こ 岡本団地 髙橋　丙

へい
午
ご

大師二 堀江　快
よし
治
はる 第一団地3 原　美

み
鈴
すず 総庭団地 高橋　幸

さち
美
み いわい団地 伊藤　妙

た
恵
え

滝ノ入 秋葉　幹
もと
史
ゆき 第一団地4A 大野　いのり 東原団地 井上　尚

ひさ
武
たけ 谷端団地 熊

くまがい
谷　武

たけ
文
ふみ

阿諏訪 大野　久
ひさし 第一団地4B 岸　司 日化団地 門

かど
松
まつ
　榮
えい
一
いち シャルマン

コーポ
毛呂山自治会

佐藤　達
たつ
郎
ろう

大谷木 行
ゆき
平
ひら
　克
かつ
也
や 第一団地5 久保　きく 第十三団地 坂本　恒

つね
男
お

葛貫 村田　儀
ぎ
一
いち 第二団地1 武藤　春江 むさし野自治会 吉濱　幹

みき
夫
お ジョイム毛呂山 北川　弘

ひろ
宣
のぶ

権現堂 市川　豐
とよ
勝
かつ 第二団地2 山

やま
野
の
辺
べ
　敏惠 新南台自治会 濵

はま
本
もと
　聡
さと
志
し 目白台1 増森　文

ふみ
彦
ひこ

宿谷 泉
いずみ
舘
だて
　登
のぼる 第二団地3 由

ゆ
利
り
　康惠 ゆずの木台 清

きよ
田
た
　健一 目白台2 村島　義

よし
昭
あき

川角 小室　唯
ただ
男
お 第二団地4 海

え
老
び
沢
さわ
　玲子 旭台団地北 大

おお
平
だいら
　文
ふみ
男
お 目白台3・4 増山　麻

ま
幸
ゆき

玉林寺 荏
え
原
はら
　実
みのる 第二団地5 明

みょう
神
じん
　葉
よう
子
こ

※敬称略

町民の皆さんと町行政をつないでいただく今年度の区長は、下記の皆さんです。地域のことなどで役場への要望
がありましたら、まずはお住まいの地区の区長へご相談ください。

令和６年度 毛呂山町内各行政区の区長が決まりました

▼問合せ　役場総務課自治振興係ｔ295－2112 312

手話が身近な言語になるよう、日常生活で使える簡単な手話を紹介します。皆さんも手話で話してみませ
んか？

※このコーナーは毛呂山町聴力障害者会、毛呂山手話サークル、手話サロン虹の協力により作成しています。

▼問合せ　役場福祉課障害福祉係　ｔ295−2112 113・114・115・116

緊災 急害 時・ の 手話みんなで手話を覚えよう

■逃げる

両こぶしを斜めに上げる

■地震

両手のひらを上に向け
前後に動かす

屋根（左手）の下から親指、小指を立て、振りながら上げる

■火事

→
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『毛呂山町芸能音楽祭
2024』出演者募集！

舞踊、ダンス、カラオケなどの芸能部門と楽器演奏
や吹奏楽などの音楽部門が一堂に会し「芸能音楽祭
2024」として開催します。芸能や音楽活動の日頃
の活動の成果を舞台で発表しませんか？　出演して
くださる人・団体を募集します。

▼日時　９月１日（日）午前９時30分～午後３時30分
※時間は申込み状況などにより変更になる場合があり
ます。

▼場所　ウィズもろやま（毛呂山町福祉会館）

▼開催方法　
　第１部　音楽部門（吹奏楽・器楽合奏・コーラス・

その他楽器演奏など）
　第２部　芸能部門（ダンス・舞踊・マジック・カラ

オケなど）

▼申込み・問合せ　出演申込書（中央公民館、東公民
館、福祉会館で配布）に必要事項を記入の上、５月
10日（金）から27日（月）午後４時までに中央公
民館（ｔ294−1250）へ提出してください。

▼対象　町内在住、在勤、在学で、原則、全講座に出
席できる人

▼定員　100人（先着順）　　

▼会場　東公民館 学習ホールめじろ

▼時間　各回午後１時30分～３時30分

▼学習内容
日にち 内容・講師

第１回

６月26日（水）

「運転者の交通事故防止」
埼玉県 防犯・交通安全課

防犯・交通安全担当

第２回

７月31日（水）

環境講座「SDGｓに繋がる食品ロ
スをなくそう！」

野菜ソムリエプロ　重田健一 さん

第３回

８月29日（木）
「眠り上手になるために」

快眠セラピスト　清水美砂子 さん

第４回

９月30日（月）
「健康寿命を延ばす食事について」
食生活ジャーナリスト　上原道康 さん

第５回

10月29日（火）
終活講座「生前整理・墓じまい」

彩講会 講師　西村邦雄 さん

▼その他　全５回のうち、４回以上の受講者に修了証
を交付します。悪天候などにより中止する場合があ
ります。

▼申込み　５月13日（月）から中央公民館に電話で
お申し込みください（平日午前８時30分から午後
５時まで）。

▼問合せ　中央公民館ｔ294−1250

いきいきと生きがいを持ち、心豊かに安心して生活を
送るために、スペシャリストから学びます。

『いきいき大学もろやま』
受講生を募集します

前立腺は膀
ぼう

胱
こう

のすぐ下で尿道を取り囲む、男性特有の
臓器です。前立腺がんは早期に症状が現れにくい病気
で、近年増加傾向にあります。血液検査（PSA検査）を
行うことで、がんを早期に発見することができると言
われています。ぜひ、この機会に検診を受けることを
おすすめします。

▼日時　６月17日（月）、26日（水）　午前中

▼場所　保健センター　　 ▼料金　500円

▼対象　50歳以上（令和７年３月31日までに50歳に
なる人を含む）の男性

▼内容　血液検査（PSA検査）

▼定員　20人（先着順）
※定員になり次第、受付を終了します。

▼ 申込み　５月17日（金）から保健センターでお申
し込みください（電話・FAX可）。

▼問合せ　保健センターｔ294−5511、ｆ295−5850

前立腺がん検診

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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地震や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報
伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警報シス
テム（Ｊアラート※）を用いた訓練で、毛呂山町以外
の地域でも同様に情報伝達訓練が行われます。
※Ｊアラートとは、地震や武力攻撃などの緊急情報を、
国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシステ
ムです。町内に設置してある防災行政無線スピーカー
から、一斉に次のように放送されます。

▼放送日（時間は全日程、午前11時ごろ）　
　・第１回　５月22日（水）
　・第２回　８月28日（水）
　・第３回　11月20日（水）　
　・第４回　令和７年２月12日（水）
※ただし、気象・地震活動の状況などによっては、試
験放送が中止となることがあります。

▼問合せ　役場総務課消防防災係ｔ295−2112 311

Ｊアラートを用いた情報
伝達訓練を実施します

毛呂山町の鎌倉街道上
かみつみち
道と坂戸市入

にっ
西
さい
地域の歴史や文

化財を歩きながら紹介します。散策距離は約10キロ
メートル、散策時間は５時間です。

▼日時　６月８日（土）　午前９時～午後３時
※雨天中止です。

▼集合場所　歴史民俗資料館

▼定員　50人（先着順）

▼講師　当館学芸員・坂戸市立歴史民俗資料館学芸員

▼料金　無料

▼持ち物　弁当、飲み物、雨具
▼申込み　６月５日（水）までに下記にお申し込みく

ださい（電話・メール可）。

▼問合せ　歴史民俗資料館ｔ295−8282
　 rekisi@town.moroyama.lg.jp

―健幸づくりのまち宣言記
念事業―　文化財散策

（♪チャイム）
「これは、Jアラートのテストです。」３回繰り返す
（♪チャイム）

課長級以上の人事異動についてお知らせします。
■異動　（カッコ内は前職、敬称略）
議会事務局長／波

は
田
た
　裕

ゆう
一
いち
（スポーツ振興課長兼総合

公園所長）
秘書広報課専門員／大野　勉

つとむ
（総務課長兼選挙管理委

員会書記長）
総務課長兼秘書広報課長兼選挙管理委員会書記長／　
酒
さか
巻
まき
　義

よし
一
かず
（議会事務局長）

総務課専門員兼選挙管理委員会書記兼監査委員書記／
石田　麻里子（教育総務課長）
管財課長／髙沢　孝

たか
仁
ひと
（管財課副課長）

税務課長／高木　洋
ひろし
（総務課副課長兼選挙管理委員会書記）

福祉課長／田邉　和
かず
宏
ひろ
（税務課長）

子ども課長兼保育所長兼児童館長兼学童保育所長／　
中村　美奈子（子ども課副課長兼保育所副所長兼児
童館副館長兼学童保育所副所長）
子ども課専門員兼保育所専門員兼児童館専門員兼学童
保育所専門員／田口　雄一（会計管理者兼会計課長）
保健センター所長／渡邉　守

もり
明
あき
（社会福祉法人毛呂山

町社会福祉協議会から帰任）
産業振興課長／山口　貴

たか
尚
ひさ
（まちづくり整備課長）

会計管理者兼会計課長／小室　永
えい
治
じ
（福祉課長）

教育総務課長／皆川　謙一郎（保健センター所長）
まちづくり整備課長／大畑　俊

とし
文
ふみ
（埼玉県より派遣）

学校教育課長兼教育センター所長／岩瀬　和也（埼玉
県教育委員会より派遣）
生涯学習課長兼中央公民館長兼東公民館長／岩下　幸
一（生涯学習課長兼中央公民館長兼東公民館長兼歴
史民俗資料館長）
歴史民俗資料館長／佐藤　春

はる
生
お
（歴史民俗資料館副館

長兼生涯学習課副課長）
西入間広域消防組合へ派遣／宮寺　定

さだ
幸
ゆき
（産業振興課長）

■退職　（カッコ内は前職、敬称略）
大澤　邦

くに
夫
お
（秘書広報課長）

小川　賢三（子ども課長兼保育所長兼児童館長兼学童保育所長）
小泉　雅

まさ
昭
あき
（管財課長）

土屋　浩一（学校教育課長兼教育センター所長）
※埼玉県教育委員会へ帰任

▼問合せ　役場総務課職員係ｔ295−2112 316

令和６年４月１日付け
町職員人事異動

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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▼日時　５月１日（水）、８日（水）、13日（月）、
　15日（水）、20日（月）、22日（水）、29日（水）
　各日午前10時～正午

▼定員　各回20人（先着順）　 ▼講師　佐
さ

成
なり

千佳さん

▼料金　1,500円（１回あたり）

▼持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装、ヨガマ
ット（レンタルあり）

腰痛、膝の痛み解消ヨガ講座

▼日時　５月17日（金）　午前10時～11時

▼定員　10人（先着順）　　 ▼講師　西澤真奈美さん

▼料金　500円

▼持ち物　フェイスタオル、飲み物、手鏡（任意）

ウィズもろやまのホールで歌おう

　ウィズもろやま５月の催し物

グランドピアノを弾いてみよう

▼日時　５月19日（日）午前９時～午後５時

▼定員　16組（先着順）　　 ▼料金　500円（30分間）

【共通事項】

▼場所　ウィズもろやま

▼申込み　それぞれ開催日前日までに、ウィズもろや
まにお申し込みください。

▼問合せ　ウィズもろやまｔ295−3111

▼日時　５月27日（月）、　午前10時～正午

▼対象　妊娠16週以降の人、産後6週以降のママとハ
イハイまでの赤ちゃん、検診で運動許可が出ている人

▼定員　各回15人（先着順）　 ▼講師　佐
さ

成
なり

千佳さん

▼料金　1,500円（１回あたり）

▼持ち物　タオル、飲み物、動きやすい服装、ヨガマ
ット（レンタルあり）

マタニティ・産後ヨガ講座

毛呂山町では危険ブロック塀等の撤去工事費の一部補
助を行っています。ブロック塀の撤去等をお考えの人
は、お気軽にご相談ください。補助件数には限りがご
ざいます。

▼対象　道路および通学路に面するもので下記のどち
らかを満たすもの

　①建築基準法の規定等に適合しないもの
　②高さが0.8メートル以上で地震等により倒壊のお

それのあるもの

▼補助限度　上限10万円
※制度の利用には要件があるので事前にご相談ください。

▼問合せ　まちづくり整備課開発建築係
　ｔ295−2112 159

危険ブロック塀等撤去費
補助金について

耐震診断・耐震改修
工事補助金交付制度

地震による建物の倒壊などを防ぎ、安全な住宅の整備
を促進するため、下記の耐震診断および耐震改修工事
に、補助金を交付します。

耐震診断 耐震改修工事

対
　
象

昭和56年５月31日以
前に建築された木造住
宅の耐震診断

耐震診断の結果、補強
が必要となった住宅の
耐震改修工事

補
助
額

５万円 20万円
※ともに費用の２分の１が上限です。
※制度の利用には要件がありますので事前に
ご相談ください。

▼問合せ　役場まちづくり整備課開発建築係 
　ｔ295−2112 158・159
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平成30年10月にオープンした埼玉県、市町村、民間企業等が一体となって運営する公的な結婚支援センターで
す。令和６年３月末現在19,216人が登録し、すでに結婚に向けて458組のカップルが退会されています。センタ
ーでは結婚を希望される人の出会いから交際、結婚までを相談員と結婚支援システムによりサポートしています。
センターの設置場所は坂戸市、さいたま市浦和区、本庄市の３か所ですが、不定期で出張登録・相談所も開設し
ています。毛呂山町でも８月に出張登録会を予定しています。会員は随時募集中です。

〈サービスの特徴〉
・お手元のスマートフォンで会員のなかから希望条

件でお相手を選び、お見合いの申込ができます。
・AIが会員のなかから相性がいい相手を紹介して

くれます。
・センターの相談員が個別のお悩みに対応します。
・会員に自身が対象となる婚活イベント・セミナー

の情報発信があります。

〈申込み〉
右記から SAITAMA 出会いサポートセン
ター HP をご確認ください。

〈入会条件〉
・結婚を希望し、自ら婚活の意思がある20歳以上

の独身男女
・埼玉県内に在住、在勤または近い将来埼玉県への

移住をお考えの人
・スマートフォンをお持ちの人（電話回線のあるも

の）

〈利用登録料〉
16,000円（税込・2年間）
※毛呂山町在住者は割引料金が適用され、11,000
円です。上記の補助金により、実質負担5,000円で
登録することができます。

SAITAMA出会いサポートセンターについて

・令和６年４月１日以降にSAITAMA出会いサポート
センターに入会した人

・入会時点で満35歳未満の人など

〈補助対象者〉

利用者負担額が実質5,000円となります。

〈補助金額〉 6,000 円

少子化の要因の一つとされる未婚化・

晩婚化に歯止めをかけ人口減少を抑 

制するため、結婚を希望する独身者 

に埼玉県が行う結婚支援事業である

SAITAMA出会いサポートセンター（通

称：恋たま）の利用登録料に対して補

助金を交付する「婚活サポート事業」

を実施します。

申込み・問合せ
　役場企画財政課企画係
　ｔ295-2112内322

町ＨＰ
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３月15日、いるま野農業協同組合様から町に横断旗
239本が寄附されました。この横断旗は、児童生徒の
交通事故を防ぐため、登下校時などに教職員・保護者
が使用するもので、いるま野農業協同組合様から、３
年に１度寄附していただいています。今回いただいた
横断旗は、各町立小・中学校に配布しました。

児童・生徒の安心安全のために
いるま野農業協同組合様より横断旗のご寄附を
いただきました

３月27日、「歩こうよ！もろやま健幸ウォーキング」
の事業結果報告会を行いました。
報告会には、埼玉医科大学国際医療センター病院長の
佐
さ

伯
えき

俊
とし

昭
あき

さんを始め、埼玉医科大学グループの教授や
事業の参加者の皆さんなどが出席しました。
報告会では、ウォーキング事業参加者の多くに体力の
向上と動脈硬化のリスク軽減がみられた等、令和５年
度ウォーキング事業の成果が報告されました。

体力向上・動脈硬化のリスク軽減！
「令和５年度歩こうよ！もろやま健幸ウォーキ
ング」の事業結果報告会を行いました

毛呂山中学校出身で、高校１年の清水怜修さんが、令
和５年度「野口記念体育賞」および「埼玉県スポーツ
賞 優秀選手賞」を受賞しました。
清水さんが、中学３年生のときに、走り高跳びで、全
日本中学校陸上競技選手権大会やジュニアオリンピッ
クで優勝するなど、数々の輝かしい成績を収めたこと
により、受賞となりました。たいへんおめでとうござ
います。今後のますますの活躍を期待しています！

受賞おめでとうございます！
毛呂山中学校出身の清水怜

れ
修
お
さんが埼玉県スポ

ーツ賞を受賞しました

３月10日、日高市ひだかアリーナで第42回彩の国21
世紀郷土かるた県大会が開催されました。毛呂山町か
らは、大谷木子ども会育成会（団体）、西大久保子供
会育成会（団体・個人）、第四団地自治会子供会育成
会（個人）が出場し、熱戦を繰り広げました。

かるたで県内チームと交流
第42回彩の国21世紀郷土かるた県大会開催
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ゆずっこ元気体操の指導・サポートを行うボランティ
ア、「介護予防サポーター（ゆずフィット）」を養成す
るための講座です。地域の高齢者を支え、一緒に住み
よい地域を作るため、「介護予防サポーター（ゆずフ
ィット）」として活動してみませんか。

▼開催日　全日程午前９時30分から11時30分まで
６月 ６日（木）、13日（木）、27日（木）

７月 ４日（木）、11日（木）、25日（木）

８月 １日（木）、８日（木）

▼場所　東公民館

▼内容　介護予防の効果、実技、グループワーク

▼ 対象　40歳以上の人で介護予防に関心があり、講
座修了後に地域で積極的にゆずっこ元気体操の指導
やサポートができる人

※養成講座修了者には、「ゆずフィット会員証」を交
付し、介護予防サポーター（ゆずフィット）として登
録させていただきます。

▼定員　15人（申込多数の場合は抽選）

▼講師　埼玉県理学療法士会

▼料金　350円（ボランティア保険代として６回目に
集金します）

▼持ち物など　運動ができる服装、飲み物、筆記用具

▼申込み　下記窓口へお申し込みください。

▼問合せ　役場高齢者支援課高齢者福祉係
　ｔ295−2112 125

介護予防サポーター
（ゆずフィット）養成講座

毛呂山町は昭和30年４月１日に、旧毛呂山町と旧川
角村が合併して発足し、令和７年４月１日に合併70
周年を迎えます。住民の皆さんとともに祝い、地域の
絆を深め、町の魅力を再発見・再認識する住民提案型
の事業を募集します。事業が採択された団体には、補
助金を交付します。

▼対象事業　町内に在住・在勤・在学する人を含む団
体で、下記を全て満たす事業

　・令和６年７月１日～令和７年３月14日までの間
に開始・終了する事業

　・毛呂山町内で実施する事業
　・実施団体の構成員以外の住民が広く参加できる事業
　・「毛呂山町合併70周年記念事業」を呼称に含む事業

▼ 補助額　補助対象経費の２分の１以内（限度額は
30万円）

※補助対象経費が20万円以上の事業が対象です。ま
た、予算額に達し次第、受付終了となります。

▼申込み　５月13日（月）から６月21日（金）まで
に申請書類を総務課まで提出してください。

※申請後、内容を審査し、承認の可否を決定します（事
前着手不可）。

▼問合せ　役場総務課自治振興係ｔ295−2112 312

町では、町内小中学生の保護者へ実用英語技能検定（英
検）の受験料の補助を行います。

▼対象　町内に在住する小学校５・６年生および中学
生の保護者

※小学生は英検５級以上、中学生は英検４級以上を受
験した場合に限ります。

▼補助額　令和６年度中（令和６年４月１日以降）に
受験した英検の受験料（１回分のみ）

▼ 申込み　令和７年２月28日（金）までに申請書兼
請求書、領収書、合否通知書の写しを持参の上、下
記にお申し込みください。

▼問合せ　教育委員会学校教育課学務係ｔ295−2112 531

英語検定受験料の
補助金を交付します

令和６年度より改正障害者差別解消法が施行され、事
業者による障害のある人への合理的配慮の提供が義務
化されました。障害の有無に関係なくともに生きる社
会を実現するため、一緒に考えていきましょう。

▼問合せ　役場福祉課障害福祉係ｔ295−2112 116

行政機関など 事業者
不当な差別的取扱い 禁止 禁止
合理的配慮の提供 義務 努力義務→義務

障害者差別解消法が
変わりました

合併70周年記念住民提
案事業を募集します

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業
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入院時の食事代は、医療費とは別に、食事療養標準負
担額を患者が負担し、残りを入院時食事療養費として
健康保険が負担しています。
今般、食材費の高騰などを踏まえ、入院時の食事療養
標準負担額が令和６年６月１日に改正されます。

▼問合せ
　国民健康保険加入の人／役場住民課国保年金係
　ｔ295−2112 136
　後期高齢者医療制度加入の人／役場高齢者支援課医

療保険料係ｔ295−2112 177
※上記以外の健康保険加入の人は、ご加入の健康保険
へお問い合わせください。

所得区分 令和６年６月１日から
（１食あたり）

住民税課税世帯 460円 → 490円
（一部260円 → 280円）

住民税
非課税世帯

低所得者
Ⅱ

過去12か月で
90日までの入院 210円 → 230円

過去12か月で
90日を超える入院 160円 → 180円

低所得者
Ⅰ 100円 → 110円

入院時の食事療養標準
負担額が変わります

『町税口座振替推進キャンペーン』を
実施します!!

町税の口座振替の新規申込をした人に、先着100人まで、もろ丸くん
オリジナルエコバッグをプレゼント！！

▼対象者　対象税目に令和６年度分の課税がある人で、キャンペーン期間中に新た
に口座振替の申込をした人または、既に口座振替を利用している人で振替税目を
追加した人が対象です。プレゼントは期間中１回限りとし、振替口座の変更は対象外です。

▼対象税目　町県民税（普通徴収）　固定資産税　軽自動車税　国民健康保険税（普通徴収）

▼実施期間　５月１日（水）から10月31日（木）まで（景品がなくなり次第終了）

▼口座振替可能な金融機関　みずほ銀行、三井住友銀行、りそな銀行、埼玉りそな銀行、武蔵野銀行、東和銀行
　埼玉縣信用金庫、飯能信用金庫、中央労働金庫、いるま野農業協同組合、ゆうちょ銀行

▼口座振替の申込方法　預貯金通帳、届出印、納税通知書を持って、金融機関窓口または税務課窓口でお申し込み
ください。町内の金融機関には申込用紙が備え付けてあります。町外の金融機関で申し込む場合は、申込用紙を
お送りしますので、税務課までご連絡ください。

▼エコバッグの受取方法　申し込み後、口座振替依頼書（本人控え）を持って、税務課窓口にお越しください。

毛呂山町公式ＬＩＮＥ

友だち募集中!

毛呂山町公式ＬＩＮＥに
新機能が追加されました

新機能①
防災行政無線の放送内容
をＬＩＮＥで受信
（西入間広域消防組合が放送す
る火災情報などは対象外です。）

新機能②
道路の損傷などを発見し
たらＬＩＮＥで通報

他にも便利な機能が
たくさんあります!!
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お
知
ら
せ

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 32,206人　	（−３４人）
男 	 16,032人　	（−３４人）
女 	 16,174人　	（　０人）
世帯	 16,278世帯	（＋５０世帯）
※令和６年４月１日現在（前月１日比）

− − − −

役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
５月・６月の土曜開庁
　５月４日（土）・６月１日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。
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交
付

を
差
し
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

対　
毛
呂
山
町
の
住
民
基
本
台
帳

ま
た
は
戸
籍
に
記
載
が
あ
る

（
過
去
に
記
載
が
あ
っ
た
）
人

申
込
み
で
き
る
人　
本
人
（
未
成

年
者
の
申
請
の
場
合
は
法
定
代

理
人
）、
同
一
世
帯
の
人

　
本
人
確
認
書
類
、
法
定
代
理

人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
（
町
に

戸
籍
の
あ
る
人
は
不
要
）

問　
役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

　
　
ｔ

１
３
１
・
１
３
２

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

５
月
の
納
期（
５
月
31
日
納
期
限
）

　
軽
自
動
車
税
全
期

　
固
定
資
産
税
１
期

納
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　

ｔ

１
９
４

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

の
も
ろ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
ね
ん
き
ん

の
加
入
状
況
な
ど
を
記
し
た
「
ね

ん
き
ん
定
期
便
」
を
誕
生
月
に
送

ね
ん
き
ん
定
期
便
を

送
付
し
ま
す

付
し
て
い
ま
す
（
１
日
生
ま
れ
の

人
は
前
月
）。

　
年
金
加
入
期
間
・
保
険
料
の

納
付
額
・
最
近
の
月
別
状
況
・

加
入
実
績
に
応
じ
た
年
金
額

※
３５
・
４５
・
59
歳
の
人
に
は
全
期

間
の
年
金
記
録
情
報
な
ど
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

対　
国
民
年
金
お
よ
び
厚
生
年
金

の
被
保
険
者

問　
年
金
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ｔ
０
５
７
０−

０
５
８−

５
５
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
で
は
じ
ま
る
電
話
か
ら

は
ｔ
０
３−

６
７
０
０−

１
１
４
４

毛
呂
山
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
を
制
定
し
ま
し
た

誰
も
が
あ
る
日
突
然
、
犯
罪
な
ど

に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
犯
罪
に
よ
る
被
害
者
や
そ

の
ご
家
族
は
、
犯
罪
に
よ
る
生
命

や
身
体
へ
の
直
接
的
な
被
害
だ
け

で
な
く
、
そ
の
後
も
心
身
の
不
調

や
苦
痛
、
周
囲
の
理
解
不
足
や
中

傷
な
ど
の
二
次
的
な
被
害
に
も
苦

し
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、
犯
罪
被
害
者
等
が
受
け

た
被
害
の
早
期
回
復
と
軽
減
を
図

り
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め

に
「
毛
呂
山
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
（
令
和
６
年
４
月
１
日
施

行
）」
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
な
か
で
、
町
民
等
の
皆
さ

ん
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
責
務
に

つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
犯
罪
被
害
者
等
を
支
え
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
役
場
生
活
環
境
課
交
通
防
犯

係
ｔ

１
７
３
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

も
、
も
ろ
バ
ス
は
通
常
ど
お
り
の

運
行
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
日
曜
日
・
祝
日
で
あ
る

４
月
28
日
日
、
29
日
月
、
５
月
３

日
金
、
４
日
土
、
５
日
日
、
６
日

月
に
つ
い
て
は
運
行
を
行
い
ま
せ

ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
係

　
　

ｔ

３
２
１

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間
中

の
も
ろ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
は
、
皆
さ
ん
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
活
動
資
金
に

よ
っ
て
国
内
外
の
災
害
救
護
、
医

療
・
保
健
、
社
会
福
祉
事
業
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

毛
呂
山
町
分
区
で
は
毎
年
５
月
に

自
治
会
の
協
力
を
得
て
活
動
資
金

を
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部

毛
呂
山
町
分
区
事
務
局
（
役
場

福
祉
課
内
）
ｔ

１
１
１

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
分
）
町

・
県
民
税
の
所
得
（
非
）
課
税
証

明
書
は
、
６
月
７
日
金
か
ら
発
行

し
ま
す
。

た
だ
し
、
町
・
県
民
税
の
全
額
が

給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
は

５
月
１４
日
火
か
ら
発
行
し
ま
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
証
明
書
の
発
行
も
同
様
の

日
程
で
す
。

問　
税
務
課
町
民
税
課
税
係

　
　
ｔ

１
９
８
・
１
９
９

所
得（
非
）課
税
証
明
書
の

発
行

５
月
12
日
は
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
で
す

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
地
域
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
、
地
域
住
民

か
ら
の
相
談
や
見
守
り
活
動
な
ど

を
通
じ
て
、
地
域
を
把
握
し
、
課

題
が
あ
れ
ば
行
政
や
関
係
機
関
に

つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘

義
務
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
や
心
配

事
が
あ
る
人
は
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　

ｔ

１
１
１・１
１
２

重
要
土
地
等
調
査
法
の

区
域
指
定
に
つ
い
て

「
重
要
土
地
等
調
査
法
」
に
基
づ

き
、
今
般
、
町
内
の
一
部
の
区
域

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

株
式
会
社
ｂ
ａ
ｓ
ｉ
ｓ
か
ら
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
（
地
方
創
生
応

援
税
制
）
を
利
用
し
、「
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
」
に
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

問　
役
場
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
係

　

ｔ

１
０
４

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る
医

療
費
通
知
発
送
回
数
の
変
更

令
和
６
年
度
よ
り
後
期
高
齢
者
医

療
に
係
る
医
療
費
通
知
の
発
送
回

数
が
年
２
回（
12
月・翌
年
２
月
）

㊐　
６
月
28
日
金

　
午
前
１０
時
～
正
午

対　
本
校
へ
の
就
学
、
転
学
を
希

望
ま
た
は
検
討
し
て
い
る
幼

日
高
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

児
、
児
童
、
生
徒
と
そ
の
保
護

者
　
学
校
概
要
説
明
、授
業
見
学
、

個
別
相
談
（
希
望
者
）

主
催　
日
高
特
別
支
援
学
校

申　
６
月
24
日
月
ま
で
に
本
校
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問　
ｔ
・
ｆ
０
４
２

−

９
８
５

−

４
３
９
１
教
頭
ま
で

が
注
視
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、

施
行
日
後
に
お
い
て
は
指
定
さ
れ

た
区
域
内
の
土
地
・
建
物
で
防
衛

関
係
施
設
等
の
機
能
を
阻
害
す
る

行
為
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
内
閣

府
が
調
査
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
い
た
だ
く
か
、
内
閣
府
の
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対　
川
角
送
信
所
を
中
心
と
し
た

周
囲
お
お
む
ね
１
０
０
０
メ
ー

ト
ル
の
区
域

問　
内
閣
府
重
要
土
地
等
調
査
法

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ｔ
０
５
７
０

−

０
０
１

−

１
２
５

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用

に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
医

療
費
通
知
情
報
を
取
得
す
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
前
々
月
診
療
分
ま

で
の
情
報
が
閲
覧
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
高
齢
者
支
援
課
医
療
保
険
料

係
ｔ

１
７
７
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情
報
交
換

㊐　
５
月
25
日
土
、６
月
１
日
土
、

　
16
日
日
（
全
３
回
）

　
午
前
９
時
～
正
午

場　
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
町
内
在
住
の
一
般
男
女
と
中

学
生
以
上

料　
千
円
（
申
込
み
時
に
支
払
い
）

　
硬
式
ラ
ケ
ッ
ト
、
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ

主
催
　
毛
呂
山
町
テ
ニ
ス
協
会

申　
５
月
19
日
日
ま
で
に
左
記
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

ｔ
ｆ
２
９
５

−

１
２
０
１
川
井

㊐　
５
月
16
日
木
、
23
日
木
、

　
30
日
木
、６
月
６
日
木
、13‌

日
木

　
午
後
１
時
～
３
時

場　
総
合
公
園
体
育
館

料　
千
円
（
保
険
代
等
含
む
）

　
ラ
ケ
ッ
ト
、
体
育
館
用
運
動

靴
、
運
動
で
き
る
服
装

㊐　
５
月
14
日
火
～
19
日
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

※
最
終
日
の
み
午
後
４
時
ま
で
で
す
。

場　
図
書
館
２
階
読
書
室

　
自
然
を
愛
す
る
写
真
家
の
皆

さ
ん
に
よ
る
花
や
生
活
風
景
な

ど
の
様
々
な
視
点
で
捉
え
た
写

真
展
で
す
。

申　
不
要

㊐　
５
月
26
日
日

集
合
時
間　
午
前
８
時
30
分

※
予
備
日
は
６
月
２
日
日
で
す
。

場　
川
角
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対　
毛
呂
山
町
お
よ
び
近
隣
市
町

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
（
高

校
生
以
下
は
除
く
）
お
よ
び
主

催
者
が
認
め
る
人

種
目　
男
子
（
一
般
、
シ
ニ
ア
Ａ

（
45
歳
以
上
））、
女
子
（
シ
ニ

ア
（
40
歳
以
上
））、
シ
ニ
ア
Ｂ

（
男
女
問
わ
ず
70
歳
以
上
）

参
加
費　
１
ペ
ア
千
円

申　
５
月
11
日
土
ま
で
に
左
記
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
毛
呂
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

ｔ
・
ｆ
２
９
４

−

２
０
５
５

　
二
宮

　
イ
ベ
ン
ト

６
月
１
日
土
か
ら
７
日
金
は
第
66

回
水
道
週
間
で
す
。「
た
い
せ
つ

に　
み
ず
は
み
ん
な
の　
た
か
ら

も
の
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
全
国
的

に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問　
役
場
水
道
課
業
務
係

　
　

ｔ

１
６
１

６
月
１
日
か
ら
７
日
は

『
水
道
週
間
』
で
す

自
宅
で
便
を
２
日
分
採
取
し
て
、

便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
を

確
認
す
る
簡
単
な
検
査
で
す
。

大
腸
が
ん
検
診
の
み
ご
希
望
の
人

は
、
こ
ち
ら
の
大
腸
が
ん
検
診
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

容
器
の
配
布　
５
月
20
日
月
～
24

日
金

容
器
の
回
収　
５
月
22
日
水
～
31

日
金　

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
以

上
の
人

※
令
和
６
年
度
中
に
40
歳
に
な
る

人
を
含
み
ま
す
。

　
便べ

ん
潜せ

ん
血け

つ
２
日
法

料　

５
０
０
円

※
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
の
人
お
よ
び

生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
者
は
、
申
込
み
時

に
受
給
者
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。　

申　
５
月
20
日
月
か
ら
24
日
金
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
予
約
不
要
で
す
。
容
器
の
受
け

取
り
は
代
理
の
人
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。　

※
次
回
の
検
診
は
、
10
月
に
実
施

予
定
で
す
。

　
お
知
ら
せ

『
毛
呂
山
町
長
杯
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
』
出
場
者
募
集

カ
フ
ェ
友
写
真
ク
ラ
ブ

写
真
展

初
心
者
卓
球
教
室

初
心
者
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

毛呂山町保健センター
（川角305番地１）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

大
腸
が
ん
検
診

乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

申　
５
月
15
日
水
ま
で
に
、
左
記

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
を
記
し
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

問　

ｔ
ｆ
２
９
５

−

０
６
２
４
松
田

第
８
回　
大
歌
謡
祭

皆
さ
ん
の
ご
来
場
と
、
応
援
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
６
月
２
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
開
場
は
午
前
９
時
30
分
で
す
。

場　
ウ
ィ
ズ
も
ろ
や
ま
大
ホ
ー
ル

主
催　
も
ろ
や
ま
町
カ
ラ
オ
ケ
連
盟

料　
無
料

問　

ｔ
０
８
０

−

９
３
４
７

−

５
５
４
５
武
藤

国
指
定
史
跡
と
な
っ
た
毛
呂
山
町

の
鎌
倉
街
道
上か

み
つ
み
ち

道
の
草
刈
り
と
清

掃
を
行
い
ま
す
。

刈
っ
た
草
や
倒
れ
た
木
の
片
付
け

な
ど
も
行
う
の
で
、
特
別
な
道
具

が
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。

㊐　
６
月
１
日
土

　
　
午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
国
指
定
史
跡
鎌
倉
街
道
上
道

の
除
草
、
ご
み
拾
い
な
ど

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

文
化
財
景
観
保
全
事
業

『
鎌
倉
街
道
を
き
れ
い
に
し
よ
う
』

※
刈
払
機
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は

持
ち
寄
り
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

問　
図
書
館

　
　

ｔ
２
９
４

−

５
８
６
７
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送
付
し
ま
し
た
。
希
望
す
る
内

容
を
記
入
の
上
、
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　
転
入
者
も
し
く
は
令
和
６
年
４

月
２
日
以
降
に
毛
呂
山
町
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
は
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で

す
。
申
込
み
時
に
お
申
し
出
の
う

え
、
当
日
受
給
者
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る

人
は
バ
ス
タ
オ
ル

申　
５
月
８
日
水
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

機
関
に
直
接
、
予
約
を
取
り
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
②
の
人
は
送
付
さ
れ
る
案
内
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
受
診
券
を
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
電
話
可
）。

完
全
予
約
制
で
、
両
方
の
検
診
を

受
け
て
も
１
時
間
以
内
で
終
了
し

ま
す
。

小
さ
な
お
子
さ
ん
の
い
る
人
に
は

無
料
の
保
育
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
申
込
時

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

㊐　
６
月
29
日
土
、
30
日
日
、
９

月
10
日
火

※
時
間
は
予
約
時
に
お
伝
え
し
ま

す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　
町
内
在
住
の
女
性

　
乳
が
ん
検
診
／
40
歳
以
上

　
子
宮
頸
が
ん
検
診
／
20
歳
以
上

※
ど
ち
ら
も
令
和
６
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
２
年
に
１
回
の
検
診
で
す
。
令

和
５
年
度
に
受
診
さ
れ
た
人
は
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
10
週
以
内
の
人
は

リ
ン
パ
が
腫
れ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
期
間
を
避

け
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定　

そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
人
程
度

料　
乳
が
ん
検
診
／
６
０
０
円

乳
が
ん
・

子
宮
頸け
い
が
ん
検
診

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ

れ
て
い
る
人
は
指
定
医
療
機
関
で

個
別
健
康
診
査
を
無
料
で
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
期
間　
５
月
中
旬
～
令
和
7

年
１
月
31
日
金　

場　
毛
呂
山
町
の
指
定
医
療
機
関

対　
町
内
在
住
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

②
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
今
年

度
75
歳
に
な
る
人

※
②
の
人
は
、
保
険
の
切
り
替
え

に
よ
り
受
診
で
き
な
い
月
が
あ
り

ま
す
。

　
問
診
、
身
体
・
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
な
ど

料　
無
料

申　
①
の
人
は
受
診
券
が
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
指
定
医
療

後
期
高
齢
者
健
診

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
、

今
年
度
40
か
ら
74
歳
に
な
る
人
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
す
る

特
定（
集
団
）健
診
ま
た
は
指
定
医

療
機
関
で
の
特
定（
個
別
）健
診
を

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

受
診
期
間　

　
集
団
健
診
／
６
月
～
10
月

　
個
別
健
診
／
５
月
末
～
12
月
14

　
日
土

場　
集
団
健
診
／
保
健
セ
ン
タ
ー

・
福
祉
会
館

　
　
個
別
健
診
／
毛
呂
山
町
の
指

定
医
療
機
関

対　
毛
呂
山
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
昭
和
25
年
４
月

１
日
か
ら
昭
和
60
年
３
月
31
日

生
ま
れ
の
人

　
問
診
、
身
体
・
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
な
ど

料　
無
料

申　
４
月
１
日
現
在
、
毛
呂
山
町

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
人
に
は
４
月
中
旬
に
通
知
を

特
定
健
診

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

㊐　
６
月
11
日
火　

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
育
児
相
談
、
身
体
測
定
、
離

乳
食
講
座
（
希
望
者
の
み
）

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

講
師　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

　
母
子
健
康
手
帳
・
バ
ス
タ
オ

ル
※
受
付
時
間
は
午
後
１
時
30
分
か

ら
２
時
ま
で
で
す
。

申　
６
月
10
日
月
ま
で
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
可
）。

育
児
・
離
乳
食
相
談
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・
大
き
な
手
術
（
開か

い

胸き
ょ
う

手
術
、

開
腹
手
術
な
ど
）
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人

・
妊
娠
、
分ぶ

ん
娩べ

ん
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
が
あ
り
、
定
期
的
に

肝
機
能
検
査
を
受
け
て
い
る
人

定　
各
回
10
人
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
５
月
７
日
火
か
ら
24
日
金
ま

で
（
23
日
の
健
診
を
希
望
の
場

合
は
６
月
７
日
金
ま
で
）
に
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話・フ
ァ
ク
ス
可
）。

つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
（
24
時
間
３
６
５
日
相
談

対
応
）。

埼
玉
県
救
急
電
話
相
談　

　
ｔ
＃
７
１
１
９

毛
呂
山
町
役
場
駐
車
場
で
献
血
を

行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㊐　
５
月
10
日
金

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
、

午
後
０
時
45
分
～
４
時

場　
役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場

対　
16
歳
～
69
歳

※
た
だ
し
65
歳
以
上
の
人
は
60
歳

か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
献
血
経
験

の
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。

申　
当
日
会
場
に
て
受
付

献
血
の
お
知
ら
せ

世
界
禁
煙
デ
ー
・
禁
煙
週
間

５
月
31
日
は
、世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
「
世
界
禁
煙
デ

ー
」
で
す
。

タ
バ
コ
が
健
康
被
害
な
ど
悪
影
響

を
も
た
ら
す
こ
と
を
社
会
に
訴

え
、
タ
バ
コ
使
用
を
減
ら
す
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
５
月
31
日

か
ら
６
月
６
日
ま
で
の
１
週
間
を

禁
煙
週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
禁

煙
の
重
要
性
を
国
民
一
人
ひ
と
り

が
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う

な
タ
バ
コ
対
策
の
推
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診（
便
潜せ

ん
血け

つ
検
査
）を
実
施
し
ま
す
。

㊐　
６
月
25
日
火　

午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

胃
が
ん
／
50
歳
以
上
の
人

で
、
令
和
５
年
４
月
以
降
に
胃

が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人

　
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
／
40
歳
以

上
の
人

※
ど
ち
ら
も
令
和
６
年
度
中
に
当

該
年
齢
に
な
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
単
独
の
受
診
は

で
き
ま
せ
ん
。

定　

そ
れ
ぞ
れ
１
２
０
人（
先
着
順
）

料　

胃
が
ん
／
６
０
０
円
、
肺
が

ん
／
２
０
０
円
、
大
腸
が
ん
／

５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で

す
。
申
込
み
時
に
お
申
し
出
の
う

え
、
当
日
受
給
者
証
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
申
込
者
に
は
事
前
に
問

診
票
を
送
付
し
ま
す
。
受
診
当

日
は
記
入
し
た
上
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申　
５
月
14
日
火
か
ら
28
日
火
ま

で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
可
）。

胃
が
ん
・
肺
が
ん
（
肺
結

核
）・
大
腸
が
ん
検
診

生
活
保
護
受
給
者
の

健
康
診
査

今
年
度
40
歳
以
上
に
な
る
生
活
保

護
受
給
者
は
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
実
施
す
る
集
団
で
の
健
康
診
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日

時
な
ど
の
詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㊐　
６
月
～
10
月

場　
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど

　
問
診
、
身
体
・
血
圧
測
定
、

尿
検
査
、
血
液
検
査
な
ど

対　
町
内
在
住
で
今
年
度
40
歳
以

上
に
な
り
、
生
活
保
護
を
受
給

し
て
い
る
人

料　

無
料

申　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）。

令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

「
埼
玉
県
コ
ロ
ナ
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
」
お
よ
び
「
埼
玉
県
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
専
門
相
談
窓
口
」

で
の
電
話
相
談
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
し
て
、
発
熱
な
ど

で
お
困
り
の
場
合
や
、
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
な
ど
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
相

談
窓
口
が
終
了
し
ま
し
た

Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し

た
こ
と
に
気
づ
か
ず
そ
の
ま
ま
に

し
て
い
る
と
、
慢
性
肝
炎
や
肝か

ん
硬こ

う

変へ
ん

・
肝
臓
が
ん
に
進
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
に
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ
ひ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㊐　
６
月
14
日
金
、
23
日
日

　
　
全
日
程
午
前
11
時
以
降

※
詳
し
い
時
間
は
申
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す
。

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
血
液
検
査
（
Ｂ
型
肝
炎
・
Ｃ

型
肝
炎
）

対　
40
歳
以
上
（
令
和
７
年
３
月

31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
で
、
左
記
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
人

・
過
去
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人

・
Ｃ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
ま
た
は
現
在
も
受

け
て
い
る
人

・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

悩
み
や
不
安
な
気
持
ち
を
ひ
と
り

で
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

公
認
心
理
師
に
話
す
こ
と
で
状
況

が
改
善
し
た
り
、
解
決
策
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

㊐　
６
月
12
日
水

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
個
別
相
談

対　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
悩

み
が
あ
る
人
、
そ
の
家
族

定　
３
組
（
先
着
順
）

料　
無
料

申　
５
月
９
日
木
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
（
電
話

可
）。

※
受
付
時
に
相
談
内
容
を
確
認
し

ま
す
。
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町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ５/14（火）、５/27（月）

６/11（火）、６/24（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ５/15（水）、６/19（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

人権・行政相談 ５/10（金）、６/13（木）
６/３（月）（人権相談のみ） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
７/２（火） 10:00～11 :00 保健センター

保健センターｔ294−5511
６/３（月） 10:00～11 :00 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ５/22（水）、６/20（木） 10 :00～11 :00 保健センター 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

平日
※オンライン相談あり 10 :00～15 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 平日  8:30～17 :00 社会福祉協議会（毛呂山町川角303-3）ｔ295−0601
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（社会福祉協議会内）ｔ080−2274−1445

毛呂山町の養
よう

蚕
さん

歴史散歩
第359回

　

明
治
時
代
か
ら
昭
和
時
代
に
毛
呂
山
町
域
で
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
た
養
蚕
。
当
時
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

蚕か
い
この

餌え
さ

と
な
る
桑く

わ

の
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

養
蚕
と
は
、
カ
イ
コ
ガ
の
幼
虫
・
蚕
に
桑
の
葉
を
食

べ
さ
せ
て
飼
育
し
、
蛹
さ
な
ぎ

に
な
る
時
に
作
る
繭ま

ゆ

を
収
穫

す
る
一
連
の
作
業
で
す
。

　

毛
呂
山
町
の
養
蚕
の
歴
史
は
、
江
戸
時
代
中
期
ま

で
遡
さ
か
の
ぼる

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
現

在
の
小
川
町
や
越
生
町
、
飯
能
市
と
い
っ
た
外
秩
父

山
地
の
裾す
そ

野の

に
あ
た
る
地
域
で
は
、
養
蚕
と
絹
織
物

を
織
る
機は
た

織お
り

で
栄
え
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
の
毛
呂

山
で
も
小
規
模
な
が
ら
養
蚕
と
機
織
が
始
ま
っ
て
い

ま
し
た
。

　

明
治
時
代
に
入
る
と
、
養
蚕
の
技
術
が
普
及
・
発

展
し
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
）
８
月
に
は
、
旧
山

根
村
の
滝
ノ
入
に
泉
い
ず
み

合ご
う

資し

会
社
が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。周
辺
地
域
で
産
出
さ
れ
る
生き

糸い
と

を
原
料
に
し
て
、

主
に
羽は

二ぶ
た

重え

と
い
わ
れ
る
絹
織
物
を
生
産
し
、
海
外

に
輸
出
し
て
い
ま
し
た
。
泉
合
資
会
社
の
絹
織
物
は

内な
い

国こ
く

勧か
ん

業
ぎ
ょ
う

博
覧
会
に
出
品
し
、
何
度
も
入
賞
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
品
質
が
高
か
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
明
治
36
年
（
１
９
０
３
）
に
は
、
工
場

を
旧
毛
呂
村
の
毛
呂
本
郷
に
移
転
し
、
資
本
金
10
万

円
、従
業
員
２
０
０
名
の
大
工
場
に
発
展
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
に
経
済
界
の

不
振
が
事
業
に
影
響
を
与
え
、
工
場
は
閉
鎖
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
も
、
現
在
の
毛
呂
山
町
域
で
は
養

蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
）
に

は
、
養
蚕
農
家
戸
数
が
全
農
家
戸
数
の
約
81
パ
ー
セ

ン
ト
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
に
な
る
と
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
影
響

で
主
要
農
産
物
の
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
か
ら
、
農

家
の
収
入
源
は
養
蚕
に
頼
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
ま
で
以
上
の
収
入
の
増
加
を
図
る
た
め

に
、
蚕さ
ん

種し
ゅ

の
品
種
改
良
に
よ
る
品
質
向
上
と
、
蚕さ

ん

室し
つ

や
蚕さ

ん

具ぐ

の
改
良
に
よ
る
作
業
の
効
率
性
が
高
め
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
正
15
年
（
１
９
２
６
）
頃

に
は
、
旧
毛
呂
村
で
は
繭
の
生
産
額
が
米べ
い

麦ば
く

の
２
倍

に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
時
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
繭
の
価
格
の
浮
き

昭和初期の養蚕風景。蚕
かいこ

棚
だな

を作り、その
上で桑を与えて蚕を飼育していました。

沈
み
は
あ
り
ま
し

た
が
、
養
蚕
が
農

家
の
副
業
と
し
て

貴
重
な
現
金
収
入

に
な
っ
た
こ
と
に

変
わ
り
は
な
く
、

昭
和
50
年
代
ご
ろ

ま
で
多
く
の
農
家

が
養
蚕
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
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対 おおむね３歳以下の幼児と保護者

みんなのお誕生日
㊐ ５月29日（水）午前11時30分から
お誕生会

手話の日
㊐ ５月10日（金）

リトミック
㊐ ５月20日（月）
音楽に合わせて体を動かします。

保健師の日
㊐ ５月15日（水）午前10時〜11時

毛呂山町立図書館ｔ295−1015

午前９時30分～午後７時　土・日曜日、祝日は午後５時30分まで
図書・雑誌など ▼ 10点まで／３週間
CD・DVDなど ▼ ５点まで／２週間

車体を折りたたんで小さくできる
折りたたみ自転車。電車に載せ
て、車に積んで日本全国旅してみ
ませんか？折りたたみ自転車だか
らこそできる旅の楽しみ方を紹介
しているコミックエッセイです。

今月の ススオ メの一冊

『おりたたみ自転車
            はじめました』

　著　 ▼ 星井さえこ

イベント 日時 内容 備考

子ども映画会 ５月11日（土）
午後２時～２時50分

たのしいたのしいアニメコレクション
～ミッキーのドキドキ汽車旅行～ 定員／50人（先着順）

大人映画会 ５月11日（土）
午前10時～11時40分 アフターサン（日本語吹替） 定員／50人（先着順）

『星空を観察しよう』
～季節の星座・月～

５月17日（金）
午後５時～６時30分

天体望遠鏡で星や月などを観察
講師／小峯 泰二 さん

※天候により中止の可能性があります。
※お車は第２駐車場をご利用ください。

『おはなしのクレヨン』
～みんなでいこうおはなしのくにへ～

５月25日（土）
午前10時30分～11時

おはなし『すずめとからす』
絵本の読み聞かせ、紙芝居など

対象／３歳～小学生（大人もどうぞ！）
※小さなお子さんは保護者同伴。

場 図書館　　料 無料　　申 不要

出版　 ▼ KADOKAWA

遊びにおいでよ！ぴょんぴょん広場
㊐ ５月８日（水）、22日（水）午前10時30分～11時15分

ぴょんちゃんたいむ
㊐ ５月２日（木）、16日（木）午前10時～11時30分

幼児クラブ募集（年間登録の申込み）
㊐ 火曜日開催／１期　５月28日（火）～７月９日（火）
　 　２期　９月24日（火）〜11月５日（火）
　 　３期　令和７年１月21日（火）〜３月４日（火）
　 午前10時15分から１時間程度
対 令和２年４月２日から令和４年４月１日生まれ
の幼児と保護者（対象外の人は要相談）

申 ５月７日（火）午前９時30分から児童館で受付（電話可）
※全期参加できなくても申込みできます。

小学生事業「おもちゃつくり」
㊐ ５月18日（土）午後１時30分〜２時30分
対 小学生　 「ふにゃふにゃおもちゃ」つくり
定 先着15人
申 ５月８日（水）から児童館で受付（電話可）

児童館ｔ295−4111

子育て支援センターｔ294−4820

育児ほっと相談室
㊐ ５月22日（水）午前10時〜11時
助産師、保育士による育児相談、身体測定

対 町内在住でおおむね３歳以下の乳幼児と保護者
５・６月の開催日 ■開催日　■休室日
５月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

保健センター子育て支援室ｔ294−5511

６月
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

乳幼児健診　※対象者には通知を送付します。
健診 対象 日にち 開始時間
４か月 R６.１生 ６月３日（月）

午後1時15分10か月 R５.６・７生 ６月４日（火）
１歳６か月 R４.11生 ６月７日（金）
３歳 R２.12生 ６月５日（水）

保健センターｔ294−5511

２歳児歯科健診　※対象者には通知を送付します。
対象 日にち 開始時間

R３.10～12生まれ ５月30日（木）午前9時30分
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４月から新しく配属になりまし
た豊田です。早速カメラを持っ
て、町内の桜スポットに行って
きました。いい写真が撮れるよ
うに勉強します。
これからよろしく
お願いします！
（豊田）

12平成30（2018）年
行事カレンダー

 

日 月 火 水 木 金 土
１
土曜開庁
トレーニング機器

説明会
文化財景観保全事

業

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
７月分総合公園予約

受付日
・土砂災害・全国統一
防災訓練

成人健康相談
４か月児健診

幼児クラブ
10か月児健診

３歳児健診
７月分体育施設調整
会議

ぴょんちゃんたいむ １歳６か月児健診
星空を観察しよう

子ども映画会
大人映画会
文化財散策

９ 10 11 12 13 14 15
幼児クラブ
育児・離乳食相談

ぴょんぴょん広場
こころの健康相談

肝炎ウイルス検診

16 17 18 19 20 21 22
前立腺がん検診 幼児クラブ トレーニング機器説

明会
ぴょんちゃんたいむ
もの忘れ相談会
オレンジカフェ
育児ほっと相談室

おはなし会

23 24 25 26 27 28 29
肝炎ウイルス検診 幼児クラブ

胃がん検診・肺がん
（肺結核）検診・大腸が
ん検診

ぴょんぴょん広場
前立腺がん検診

・町税・保険料６月分
口座振替日
歯周病検診

小学生事業
乳がん・子宮頸が

ん検診
軽スポーツ体験会30

乳がん・子宮頸がん検診
スマホ初心者講座

６月
2024年
行事カレンダー

図書館　 児童館　 町内体育施設　 歴史民俗資料館
そのほかの施設は、原則土・日曜日および祝日休業休館記号

は、自治会
をとおして全戸に配布するほか、
町内の公共施設・駅・一部のコ
ンビニに配架しています。次号、
令和６年６月号は、５月31日
（金）に自治会へお届けします。
広報の感想・意見・情報提供は、
役場秘書広報課広報広聴係へご
連絡ください。
〒350-0493毛呂山町中央2-1
hisyo@town.moroyama.lg.jp

ｔ049（295）2112 332
ｆ049（295）0771
朗読ボランティア「花あかり」
の皆さんのご協力により、「声
の広報もろやま」を発行してい
ます。詳しくは役場秘書広報課
ｔ 332へご連絡ください。

役場　 保健センター　 中央公民館　 東公民館　 ウィズもろやま
歴史民俗資料館　 児童館　 図書館　 総合公園　 消防署　 大類グラウンド場所記号

５月の在宅当番医（午前9時～正午）
日にち 医療機関名 所在地 電話

５月３日（金・祝） くぼた耳鼻咽喉科クリニック 越生町越生東2-7-9 ｔ277−7834

５月４日（土・祝） 長瀬クリニック 川角94-2 ｔ295−0708

５月５日（日・祝） 街かどのクリニック 川角7-1 ｔ298－5357

５月６日（月・振休）柴﨑皮膚科医院 中央4-19-12 ｔ295－6628

※埼玉医科大学病院（毛呂本郷38）ｔ276−1465では、救急部が曜日・祝日を問わず
救急患者を受け入れています。
※西入間広域消防組合『救急相談ダイヤルｔ2

きゅうきゅうはなして
95−9987』では、曜日・時間を問わず、

緊急時の対処法・救急車の必要性・医療機関の紹介などの相談を行っています。

（旧Twitter）X

町のAED（自動体外式除細動器）設置場所を確認

http://www.ipos-map.jp/aedsm/menu.aspx

現在位置からAED設置場所
を検索できます。（GPS機能
を有効にしてください。）

町の情報館

防災行政無線の放送を確認
町の防災行政無線の放送内容を確認でき
るサービスです。

※西入間広域消防組合が遠隔操作により
放送する火災情報や、毎日放送する定時
放送には対応していません。

登録した人に放送内容を
配信します。

放送内容を音声で確認できます。

メールで配信

電話で確認

ｔ0800（800）1165

町のSNS
毛呂山町公式 毛呂山町公式

@moroyama_town

毛呂山町公式

YouTube
毛呂山町公式

Instagram
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滝
ノ
入
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

バ
ラま

つ
り

春
の

５月16日（木）

５月31日（金）
～

午前９時～午後４時

■場所　滝ノ入ローズガーデン

　毛呂山町滝ノ入910

　（ゆずの里オートキャンプ場隣）

※ペットの入場はできません（盲導犬可）。

■入園料　300円　※バラ苗の販売は行いません。

■駐車場　100台（無料）

■問合せ　滝ノ入ローズガーデン

　ｔ070-4161-9465（開催期間中のみ）

　毛呂山町観光協会ｔ250-8143発
行

／
毛

呂
山

町
　

　
編

集
／

毛
呂

山
町

役
場

秘
書

広
報

課
〒

350−0493 埼
玉

県
入

間
郡

毛
呂

山
町

中
央

2丁
目

1番
地

ｔ
049（

295）2112　
ｆ

049（
295）0771

№
1004 令

和
６

年
５

月
号

　
１

部
あ

た
り

発
行

費
用

／
36.96円

　　 　

早川　芽
め

依
い

ちゃん（６歳３か月）

　　　莉
り

桜
お

ちゃん（４歳11か月）

　　　結
ゆ

唯
い

ちゃん（２歳５か月）
毎日騒がしいけどこれからも仲良し三姉妹
でいてね♡

小久保　美
み

月
つき

さん　  （７歳３か月）

　　　　季
とき

貴
たか

ちゃん（５歳５か月）
歌とダンスが好きなときちゃんと、そんな
弟が大好きなみつきちゃん。
たまにはケンカもするけどすぐに仲直りで
きる２人、これからも仲良くね！

問　役場秘書広報課　広報広聴係
　  ｔ295−2112 332


